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放射線治療前教育ガイド 

Pre-Radiation Education Guide 
 
 

治療を終了するためには、放射線の照射を受けている間、副作用をいかにコントロールできるかが重

要です。みなさんの医療言語聴覚士は、頭頸部がんの放射線治療の間に発生する可能性のある主な副

作用をおさらいしました。以下で、これらの副作用およびそれをコントロールするためのいくつかの

ヒントをおさらいします。   放射線の影響は蓄積するため、副作用は治療を続ける間に悪化する傾向

があるのを忘れてはなりません。早期のうちにコントロールできるように、問題が発生次第医療チー

ムに伝えてください。  
 
 

I. 味覚および嗅覚の変化 

がんとその治療により、味覚と嗅覚が変化することがあります。これらの変化は食欲に影響を与え、体

重減少の㇐因となることがあります。ほとんどの患者において、治療の最初の2週間味覚に問題はあり

ませんが、その後次第にうすれていきます。ほとんどの患者の報告によると、食事の味は落ち、治療の

終盤になると「段ボールを食べているような」感じになったということです。味は治療が終わってから

6～8週間で回復を見せ、12ヶ月間にわたって改善していきます。ほとんどの患者は、治療後約6ヶ月で

、通常の75～80%まで味覚が元に戻るはずです。   

 食べる前に重曹、塩、水で作った口内洗浄液で口をすすぐと、食べ物の味が良くなります。(1

クオートの水に小さじ1杯の塩と重曹を入れて混ぜます。よく振ってから、口でぐちゅぐちゅ

させ吐き出します。) 

 食べているときに金属味がしたら、プラスチック製の皿とガラスのコップと板を使ってみてく

ださい。  

 ノンシュガーのレモンドロップ、ガム、ミントを口に含んで、唾液分泌を促してみてください

。 

 缶詰ではなく生または冷凍果実や野菜を試してみてください。 

 赤みの肉が少し変な味に感じたら、チキン、魚、たまご、チーズのような他のタンパク質に富

む食品を試してみてください。 

 生の果実をミルクセーキ、アイスクリーム、またはヨーグルトと混ぜ合わせてください。  

 多くの人々にとって、甘い味は㇐番⾧持ちします。さまざまな食品を絶えずためしてみて、満

足を与えてくれるものを見つけてください。 
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II. 口腔乾燥または粘液性唾液 

頭頸部の放射線治療、化学療法、および㇐部の薬は口腔乾燥や粘液性唾液を引き起こすことがありま

す。唾液を分泌する腺は放射線に対する感受性が高く、放射線の照射を受けている間、粘度が低くて

水気のある唾液が生成されなくなることがよくあり、口が渇いたり、口の中がネバネバしていると感

じたりすることがあります。短期間においては、口腔乾燥により乾いた食品を食べるのが困難になり

、食事の時間が⾧くなることがあります。⾧期間に及ぶと、唾液は歯の保護層として機能するため、

口腔乾燥により虫歯のような歯の問題が起こるリスクが高くなります。口腔乾燥は通常、放射線の照

射を受けてから2週間経った頃に気づくようになり、時間が経つにつれて悪化します。放射線の照射が

終わってから少なくとも2ヶ月間は、口腔乾燥の改善が感じられない可能性が高いです。ゆっくりと回

復していくことが多く、唾液の分泌が徐々に改善していき、回復するのに放射線の照射を受けてから1

～2年間後までかかる場合があります。 

 毎日カップ8～10杯ほどの液体(水が最適)を飲み、出かけるときは常に水の入ったボトルを携帯

してください(液体をたくさん飲むと粘液の粘度を低下させることができます)。 

 食べ物は少しずつ食べ、よく噛んでください。 

 柔らかく、水分を多く含む食品を食べるようにします。  

 ピーナッツバターや柔らかいパンのように、口の上側にくっつくような食品は避けてください

。 

 ブロス、スープ、ソース、グレイビー、ヨーグルト、クリームで食品を湿らせてください。  

 砂糖の入っていないキャンディーをなめたり、砂糖の入っていないガムをかんだりして、唾液の

分泌を促してください。ミカン、シナモン、ミントの風味は多くの場合効果がありますが、治療

の間に炎症を引き起こすことがあります。 

 口の清潔に心がけてください。食事の前後に水またはマイルドな口内洗浄液で口をすすいでく

ださい(1クオートの水、小さじ1杯の塩、小さじ1杯の重曹を混ぜたら、よく振ってからご使用

になってください)。毛先の柔らかい歯ブラシを使用してください。舌をブラシで優しく磨くこ

とも推奨されます。デンタルフロスで掃除してもかまわないか、医師に尋ねてください。  

 市販のマウスウォッシュ、アルコール飲料や酸性飲料、たばこは避けてください。 

 コーヒー、茶、栄養ドリンク、カフェイン入りのソフトドリンクの摂取は制限してください。 

 炎症の原因となるため、炭酸飲料は避けてください。 

 特に夜は、加湿器を使用して部屋の空気を加湿してください。加湿器はできるだけ頭の近くに

置く必要があります。(空気にバクテリアやカビが広がらないように、加湿器はいつも清潔にし

てください。) 

 生のパパイヤは唾液の分泌を促し、口に保護層を作るのに役立ちます。 
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 唾液腺が外科手術で除去されたり、放射線治療で損傷を受けたりした場合、唾液の代替物が役

に立ちます。これらの製品は口に水分を加えます。バイオティーンは市販品で、ほとんどのド

ラッグストアで容易に入手できます。 

 多くの患者は唾液の分泌が⾧い時間にわたって促されるため、キシリメルトのトローチ剤を気

に入っています。 

 鍼治療は、特に放射線治療の終了後に、唾液を元の状態に戻すのに有効です。 

 ココナッツオイルなどの口当たりの良いオイルを使用して口の中をコーティングすることがで

きます(頬の内側、口の上側、歯茎)。これを就寝前(うがいの後)と日中に行うようにしてくださ

い。  
 
 
 

III. 口腔痛または咽喉痛 

放射線および化学療法は、口腔痛や咽喉痛を引き起こすことがあります。これらの問題は㇐般に治療

開始から2、3週間経過したあたりに始まり、治療が進むにつれひどくなります。治療を成功に導くた

めにも、痛みのコントロールは重要です。痛みが大きな問題になる前に、鎮痛薬を開始するようにお

勧めします。患者が初期の段階で鎮痛薬を開始すると、治療の間、痛みがかなり少なくなることが分

かっています。酸味が強く、酸度が高く、香辛料の効いた、塩分たっぷりの食事は避けてください。

これらの食事はすべて、炎症をひどくする傾向があります。 

 何もつけていないトースト、クラッカー、ポテトチップ、ナッツ、グラノーラ、生の果物と野

菜のような舌触りの悪い食品、または固い食品は避けてください。 

 痛みを和らげる、ほのかに温かい食品、または冷たい食品を選んでください。とても熱い食品

やとても冷たい食品は不快感をもたらすことがあります。  

 アルコール、カフェイン、タバコは避けてください。 

 チリ・パウダー、クローブ、カレー、ホットソース、ナツメグ、コショウのような刺激の強い

香辛料は避けてください。バジル、オレガノ、タイム・ハッカのようなハーブで風味を加えて

ください。 

 クリームスープ、チーズ、マッシュポテト、ヨーグルト、タマゴ、カスタード、プディング、

調理済みシリアル、缶詰の液体栄養補助食品のような柔らい、クリーム状の食品を取ってくだ

さい。 

 乾燥食品または固形食品を混ぜ合わせ、湿らせてください。これをスープまたはソース、グレイ

ビー、キャセロールに混ぜ込んでください。 

 アルコールを含む口内洗浄液の使用は避けてください(ヒリヒリ痛むことがあります)。 
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IV. 頭頸部の放射線治療を受けている患者のための栄養のヒント 

放射線治療は、体重減少と栄養不足の㇐因となる多くの副作用を引き起こすことがあります。これら

の副作用には食欲不振、味覚変化、咀嚼時と嚥下時の痛み、口腔乾燥、吐き気、食べ物と食事に対す

る関心の低下などがあります。副作用の種類と重症度は通常、放射線を当てる場所により異なります

。 

がんの治療を受けている患者は、カロリーとタンパク質を摂取する必要性が高くなります。考えられ

る副作用と結びついたこれらのニーズが高くなると、体重減少を引き起こすことがあります。放射線

の照射を受けている間、体重を維持するように試みるのはきわめて重要です。がんセンターに登録さ

れた食事療法士なら、体重減少の可能性を低くするのに何が必要かを確実にアドバイスできます。 

 少量の食事をひんぱんにする -- 1日あたり6～8回。 

 高カロリー食品を㇐口ずつ、また㇐すすりずつ数えながら食べることで、食べ物のカロリーを

増やしてください。 

 カロリーの低い食べ物や飲み物は制限してください。 

 治療を待っている間や車の中、また医師の診察を待ちながら食べられるように、常に食べ物を

携帯してください。 

 副作用が悪化したら、ほとんどの患者は液体や柔らかい食べ物を取って、適切なカロリーを得

るように心がける必要があります。エンシュアやブーストのような栄養補助食品は、治療の後

期にはとても役に立つことがあります。食事療法士は、適切なサプリメントを提案することが

できます。 
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 運動に関するプロトコール：放射線治療前、治療中、治療後 
 

嚥下訓練 

これらの訓練は、主に嚥下障害が起こる可能性を低くすることを目的としています。今は正常に飲み

込むことができる場合でも、治療後まもなく、または何年も経ってから起こるかもしれない嚥下障害

の可能性を低くするために、この訓練が重要となります。放射線の照射を受けている間も、放射線の

照射が終了した後も、これらの訓練をそれぞれ10回3セット行う必要があります。これを1日2回行って

ください。訓練を止めても安全な状態になったら、医療言語聴覚士がその旨を知らせてくれます。 
 

1. 前舌保持法(Masako法) 
  

1) 舌の先を前歯と両唇の間に置いてその状態を保ちます。 

2) 舌を突き出した状態で空嚥下します。 

3) 舌をさらに出し入れして、続けて嚥下訓練を行います。 

 -いつでも中断して、繰り返しの間に、必要に応じて、水を飲んでください。 
 
 

2. 努力嚥下 
 

1) 舌を口蓋に対して押し付けながら上げます 

2) できるだけ強く嚥下します。嚥下するときに咽頭筋で押しつぶすようにして行います。 

-この訓練を液体や食べ物を飲み込む際に行うことができます 
 

3.メンデルソン手技  
           

1) まず、通常の嚥下を行い、喉頭(のどぼとけ)が上向きに動くのを感じ取ります。  

2) この訓練での目標はのどぼとけを3～5秒間、「高い」位置に保つことです。途中まで嚥下した

状態で動作を㇐時停止することを考えます。 

 -この訓練を液体を飲み込む際に行うことができます 
 

 
 

顎のストレッチ 
 

頭頸部がんの手術または放射線治療の後に開口障害が起こることがあり、これらのストレッチは、開

口を維持または改善することを目的としています。これらの訓練は1日あたり3セット行うのが理想的

です。  
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1. 開口 

顎をできるだけ広く、伸びているのを感じるまで、でも痛みがない状態まで開きます。 

この開いている位置を10秒間保持します。 

リラックスします。 

10回繰り返します。  
 

2. 左右の動き 

顎をできる限り右側いっぱいまで、引っ張れる限り、でも痛みはない状態まで動かします。 

その位置で10秒間、保持します。 

リラックスします。 

10回繰り返します。 
 

顎をできる限り左側いっぱいまで、引っ張れる限り、でも痛みはない状態まで動かします。 

その位置で10秒間、保持します。 

リラックスします。 

10回繰り返します。 
 
 
 

3. 顎の円形動きを増大する  

口を開いた状態で、大きな円を描きながら(チューインガムをかんでいるように)咀嚼しているよう

な動きをします。最初は右に、次に左へと合計20回回転させます。 
 
 

首のストレッチ：これらの訓練を行っている間、息をするのを忘れないようにしてください。これら

の訓練は1日あたり3セット行うのが理想的です。   
 

1. 首を回して肩越しに振り返り、10秒間保持する動作を10回繰り返し、反対の向きでもこの動作

を行います。 
 

2. 耳を肩に近づけて、10秒間保持する動作を10回繰り返し、反対側の耳でもこの動作を行います

。 
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嚥下訓練をサポートしてくれる HNCバーチャルコーチアプリを無料で入手すること

ができます。 

 放射線治療期間中、1日 2回、嚥下訓練をガイドしてくれます 

  

 毎日、自動的にリマインドしてくれます 

  

 簡単なアンケートに回答することで、症状のデータの収集と訓練遵守の追跡を行っ

てくれます 

 

 治療期間中の患者さんのサポートのために、自分のペースで進められるチャレンジ

や教育コンテンツが用意されています  
 

 


